
新

年度　実績 平成27年

規

度　予定

すざか市民バ

完

ス、乗合タクシーの運

了

行 すざか市民バス、乗

事

合タクシーの運行

屋代

業

線代替バス運行事業補

ゼ

助金 屋代線代替バス運

ロ

行事業補助金

長野電鉄

予

の安全設備整備事業へ

算

補助 長野電鉄の安全設

事

備整備事業へ補助

業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成22年度　実績 平成23年度　実績

平成24年度　実績 平成25年度　実績

平成26年度　実績 平成27年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２７年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 長野　寛

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3248

事務事業名 4122 公共交通対策事業

所　　属 130100 市民共創部・市民課

施　　策 06033700 公共交通の確保

会計 01 一般会計
予算

科目 020111 総務費・総務管理費・交通防犯費
科目

事業 020000 公共交通対策事業

事業目的 事業概要・効果 

市内の公共交通を確保するため、 ①須坂市地域公共交通会議がすざか市民バス・すざか

①須坂市地域公共交通会議が運営する「すざか市民バ 乗合タクシーを運営することで市内の公共交通が確保

ス」・「すざか乗合タクシー」の運行等を支援する。 され、地域の活性化が図れる。

②屋代線代替バス運行等事業を支援する。 ②沿線３市が支援することで、

内

屋代線代替バス運行が

部

③長野電鉄が実施する

評

施設整備事業を支援す

価

る。 維持できる。

③長

【

野電鉄の沿線自治体が

二

支援することで、電鉄

次

の安

全性が向上し、沿

】

線地域の活性化が図れ

1

る。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年

頁

度実績及び予定

平成2

平

2年度　実績 平成23

成

年度　実績

すざか市民

２

バス、乗合タクシーの

７

運行 すざか市民バス、

年

乗合タクシーの運行

長

度

野電鉄屋代線の活性化

　

再生のための負担金 屋

行

代線代替バス運行準備

政

事業補助金

須坂駅エレ

評

ベーター設置補助 長野

価

電鉄の安全設備整備事

事

業へ補助

 

平成24年

業

度　実績 平成25年度

別

　実績

すざか市民バス

シ

、乗合タクシーの運行

ー

すざか市民バス、乗合

ト

タクシーの運行

屋代線

実

代替バス運行事業補助

計

金 屋代線代替バス運行

対

準備事業補助金

長野電

象

鉄の安全設備整備事業

評

へ補助 長野電鉄の安全

価

設備整備事業へ補助

長

対

野電鉄の緊急老朽化対

象

策事業へ補助

平成26



5年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費 43,647 60,506

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 0 65

一般財源 43,647 60,441

正規職員 0.9 0.8
人員数

嘱託職員 0.0 0.2
（人）

臨時職員 0.5 0.4

正規職員 6,172.2 5,486.4

人　員 嘱託職員 0.0 545.0

コスト 臨時職員 588.5 470.8

計 6,760.7 6,502.

内

2

市民一人当たりの経

部

費 1.0 1.3

総額 5

評

0,407.7 67,

価

008.2

（単位：千

【

円）

平成26年度決算

二

　事業費の内訳

主な節

次

金額 内容

公共交通会議

】

　委員、アドバイザー

2

謝礼
8節  報償費 1

頁

87

11節 需用費 2

指

1

13節 委託費 0

1

 

5節 工事請負費 0

須

標

坂市地域公共交通会議

 

への負担金
19節 負

名

担金補助及び交付金 4

算

2,533
屋代線代替

　

バス、長野電鉄への補

　

助金

その他 906

式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 すざか市民バス利用者数

算　　式 毎月の運賃収入、回数券・定期券の売上から長電バス㈱が算出 単位 人

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標 115,000 115,000
目 標 値

実 績 108,926 108,154 103,434

指標選定 利用促進を図り利用者数を増加

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名 すざか乗合タクシー利用者数

算　　式 実数 単位 人

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標 2,400 2,400
目 標 値

実 績 1,661 2,223 2,348

指標選定 利用促進を図り利用者数を増加

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成2



委

、人口減少等により利

託

用者数は減少傾向にあ

費

る。

評   価

コメン

1

ト

・成果を落とさずに

5

コストを削減する方法

節

はあるか

効 率 性 ・

 

効率性向上に努めてい

工

るか やや向上

・使用料

事

などの受益者負担や補

請

助対象事業の範囲など

負

、財源確保の余地はな

費

いか

国の補助制度を活

1

用している。

Ｈ21年

9

10月の運行開始時に

節

市内のバス路線を再編

 

し、その後もルート改

負

善等を実施している。

担

評   価

コメント

振

金

り返り（決算年度の取

補

組み課題）

松川町にて

助

Ｈ26.10月から、

及

すざか乗合タクシーの

び

実証運行を開始した。

交

11月1日（土）市役

付

所前にて、「健康まつ

金

り」「うまいもん祭り

そ

」と合わせ、バスに親

の

しんでもらうイベント

他

を実施した

。

Ｈ27.

Ｃ

4月からの善光寺御開

Ｈ

帳に合わせた沿線活性

Ｅ

化協議会の取組として

Ｃ

、長野電鉄沿線の観光

Ｋ

パンフレットを作成し

個

、公

共交通機関の利用

別

促進と沿線観光の促進

評

を図った。

価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成27

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

公共交通会議　委員、

平

アドバイザー謝礼
8節

成

  報償費 307

11

2

節 需用費 56

13節

7

 委託費 0

15節 工

年

事請負費 0

須坂市地域

度

公共交通会議への負担

当

金
19節 負担金補助

初

及び交付金 59,18

予

3
屋代線代替バス、長

算

野電鉄への補助金

その

　

他 960

ＣＨＥＣＫ

個

事

別評価

項目 評価観点 評

業

価内容

・市民の生命・

費

財産を守るため市が実

の

施することが必要不可

内

欠な事業であるか

・行

訳

政内部の管理運営上必

主

要な事業であるか

必 

な

要 性 ・市が主体とな

節

り実施すべき事業か 必

金

要不可欠

・法的な根拠

額

や公的関与の妥当性は

内

あるか

・目的は結果（

容

施策の目指す理想）に

8

結びついているか

運営

節

主体は須坂市地域公共

 

交通会議

日常生活にお

 

いて欠くことのできな

報

い交通手段をしっかり

償

確保していく必要があ

費

る
評   価

コメント

1

・事業の成果は上がっ

1

ているか

・目標に対す

節

る達成度は十分か

有 

 

効 性 ・市民生活上の

需

課題解決に貢献してい

用

るか 有効

・行政内部の

費

管理上の課題解決に貢

1

献しているか

・事業の

3

目的が達成できるよう

節

な事業内容になってい

 

るか

自家用車への転換



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

交通政策基本法が施行され、赤字路線の維持は民間事 利用者数が伸び悩むなか、今後は高齢化に

内

伴い移動制

業者だけで

部

なく、国や地方自治体

評

も積極的にかかわる 約

価

者が増えることが予想

【

される。公共交通の適

二

正な維

必要がある。す

次

ざか市民バスやすざか

】

乗合タクシー等 持のた

4

めにも利用促進を図る

頁

。

の運行を継続する中

Ａ

で、地域にふさわしい

Ｃ

公共交通の

確保を図る

Ｔ

。

外部評価

次年度以降

Ｉ

の方向性

外部評価コメ

Ｏ

ント

Ｎ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


